
 

 

教材：親には心配をかけたくない 

■対象：小学校高学年〜中学校 

■関連する教科等： 

・体育：保健（不安、悩みへの対処） 

・道徳：正直、誠実 / 相互理解、寛容 / 家族愛、家庭生活の充実 

・特別活動 

・SOS の出し方に関する教育 

 

＜教材制作の意図（授業のねらい）＞ 

2017 年に改定された自殺総合対策大綱では、「子ども・若者の自殺対策を更に推進する」ことが重点施策と

位置づけられており、「つらいときや苦しいときには助けを求めてもよいということを学ぶ教育（SOS の出し

方に関する教育）」を推進することが必要だと記されている。また、文部科学省（2018)も、子どもの自殺予

防のための取り組みが十分に行われているとは言い難いと指摘した上で、「SOS の出し方に関する教育」を実

施するよう学校に求めている。 

自殺予防に目的を限定せずとも、つらい状況が訪れた時には「一人で抱え込まず誰かに助けを求めよう」

「早めに相談をすることで問題は深刻化しづらくなる」ということを日常の様々な場面で子どもたちに伝え

ていきたい。人間関係のトラブルは教師や保護者の目が届かないところで起こりがちである。子どもたちが

ためらわずに SOS を出せるようになることで、大人はいじめ問題に早期対応することが可能になる。 

しかしながら、子どもの側からすれば SOS を出すのは簡単なことではないかもしれない。本教材では、SNS

で悪口を言われていることを知り、学校に行きたくないと悩みながらも、母親に悩みを相談できない中学生

シンペイの様子が描かれる。そこには、「本当は相談をしたいのだが、自分に期待をする母親に心配をかけた

くない」という思いがある。 

大人は「気軽に SOS を出しなよ」とは言うものの、子どもには「心配をかけたくない」という SOS を出し

づらい理由がある。そうした思いは普段は表に出し共有するものではないかもしれない。授業においては、

SOS を出しづらいという気持ちがあることを前提とした上で、「どうしたら早めに相談をしようというマイン

ドをもてるだろうか」「相談をしやすくするための作戦はないだろうか」といったことについて議論をしてい

きたい。 

l 厚生労働省（2017）「自殺総合対策大綱～誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して～」 

l 文部科学省（2018）「児童生徒の自殺予防に関する調査研究協力者会議（平成 30 年度）（第 3 回）配布資料「自殺予防教育と SOS の出し方

に関する教育の整理表」」 

 

＜話し合いのポイント＞ 

• 主人公の「親（あるいは信頼する人）には心配をかけたくない」という気持ちに共感できるだろうか？ 

• なぜ、「親には心配をかけたくない」と思うのだろうか？  

• 「心配をかけたくない」という思いを乗り越えて、SOS を出せるようになるためにはどうしたらよい

だろうか？ 



 

 

• 親しい人の中で、相談しやすいと思う人と、相談しづらいと思う人にはどのような違いがあるだろう

か？ 

• クラスで孤立する人がいた時に、周囲の人はどのようにサポートできるだろうか？ 

 

＜授業プラン＞（45〜50 分） 

活動内容 補足・留意点等 

１．マンガに描かれている問題点を共有する。 

・ 悩みや不安を抱えたときにどうするか、「親に心配

をかけたくない」と思うことはあるか等について

考える。 

・ 教材「親には心配をかけたくない」を視聴する。 

・ 教材の内容や問題点をおさえる。 

Ø 小グループで、教材を視聴した感想をざっく

ばらんに話し合う。 

Ø どのような問題が生じているのか（ミナミさ

んは何にこまっているのか？）を確認する。 

 

・ 話し合う時間を確保するため、導入にあま

り時間をかけず早めに教材を視聴する。導

入の話をせず、すぐに教材視聴に入っても

よい。 

・ 意見を言いやすい雰囲気をつくるよう心

がける。 

・ 教材で描かれる問題を「◯◯問題」「◯◯ゲ

ーム」のように客観的に表現させ、本時で

はそれらの解決方法を皆で探っていこう

という仕方で展開してもよい。 

２．問題点について深く考えるために、登場人物の状況

や気持ちを想像する。 

・ Q：あなたがシンペイさんだったら、このあとどう

しますか？ 自分の考えに近いものを次の選択肢

から選んで、理由も書いてください。 

² A：母親に相談をする 

² B：相談をしない 

・ 個人の考え（選択と理由）をノートに書く。 

・ 挙手等により、選択肢を選んだ人数（今のクラスの

状況）を把握する。 

・ 小グループで、それぞれの意見について話し合う。 

 

 

・ クラスの状況に応じて、選択肢を子どもた

ちに提案させたり、「C：その他」という選

択肢を追加したり、選択肢を用いず自由に

議論をさせたりしてもよい。 

・ 小グループでの話し合いなどを取り入れ、

ひとりひとりが「話す・聞く」時間の総量

を増やせるよう留意する。 

３．クラス全体で、問題点について多面的・多角的に考

える。 

・ クラス全体に対して、個人の意見を発表する。 

² 例）親なら分かってくれると思う、親だ

からこそ言いたくない、女子にいじめら

れているなんて言いたくない、親以外に

相談できる人を探す、等 

・ 発表された意見をもとにして、クラスの状況に応

じて話し合いを深める。 

例） 

 

 

・ 「親には心配をかけたくないので相談で

きない」と考える人もおり、「すぐ相談をす

ればよい」と単純に結論づけられない話で

あることをおさえる。 

・ 発表者に対して、選択の背後にある価値観

を確認したり、相反する意見についてはど

う思うかたずねたりする。 

・ 意見が出づらい場合は、登場人物の心情や

願いについて改めて想像させてみる。 



 

 

Ø 上記＜話し合いのポイント＞にある論点を参

考にして意見を掘り下げる。 

Ø 自分とは違う選択をした人に対して、聞いて

みたいことや伝えたいことはあるか考える。 

・ 多様な意見を歓迎するが、いじめに類する

行為や違法行為自体を積極的に肯定する

ような意見に対しては、思いを受け止めつ

つ、その行為の問題性について適切に理解

をしてもらうよう留意する。 

４．まとめ：どうしたら相談をしやすくなるだろうか？ 

・ 「親には心配をかけたくない」という思いを踏ま

えた上で、「どうしたら相談をしようというマイン

ドをもてるだろうか」「相談をしやすくするための

作戦はないだろうか」「孤立する人をどうサポート

できるだろうか」といったことについて考えノー

トに書く。 

・ 記述した内容を共有し合う。 

 

・ 「◯◯問題」「◯◯ゲーム」ということを想

定していた場合、問題の解決法やゲームの

分岐（チェンジ）の仕方という設定で考え

させてもよい。 

・ 教材シリーズ名のもとになっている「ゲー

ムチェンジャー」（ゲームの流れを変えら

れる人）という言葉を紹介し、「ゲームをチ

ェンジするためには何が必要か？」「ゲー

ムチェンジャーになるためにはどうすれ

ばよいか？」という問いかけをしてもよ

い。 

 

※ 話し合いの仕方や授業のスタイルはクラスによって様々であると思います。上記「話し合いのポイント」

や「授業プラン」をひとつの参考として、「いじめゲーム」を変える方法について子どもたちが多面的・多角

的に考えられるよう、実態に応じて柔軟に授業を展開してください。 

 

 


